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　JECCは10月7日、東京・経団連会館カンファレンスに
おいて、「2019年度優秀保守技術者表彰式典」を開催し
た。「保守サービス向上月間」の一環として毎年行って
いる行事で、今年48回目を迎えた。式典には、今年度の
優秀保守技術者に選ばれた25グループ、標語・感想文の
入賞者が招待され、JECCの桑田始社長から表彰された。
　表彰式典は、お客様のコンピュータ・システムの安定
稼動を維持するために、トラブルを未然に防ぐ予防保
守活動をはじめ、万一故障があった場合、昼夜の区別な
く、システム復旧のために努力している保守サービス技
術者や、支援関係者の日ごろの努力を称え、感謝するも
の。JECCが1972年から実施している。
　優秀保守技術者として表彰されたのは、ユーザー及び
メーカーから高い評価を受け、推薦された25の担当保守
グループのメンバー221名。各グループから代表1名が出
席し、表彰を受けた。あわせて、JECCが募集した「保守

サービス向上月間標語」（応募数1万7,466編）の中から
選ばれた最優秀賞1名と優秀賞3名、「保守サービスに関
する感想文」（同407編）から選ばれた最優秀賞1名、優
秀賞3名も表彰を受けた。
　式典ではJECC桑田始社長挨拶の後、表彰が行われ、
来賓の経済産業省商務情報政策局の渡辺琢也政策企画委
員、一般社団法人電子情報技術産業協会の川上景一常務
理事が祝辞を述べた。また、受賞者を代表して、株式会
社日立システムズ 金融プラットフォーム事業部 サービ
ス本部 アドバンスドサービス部 第一グループ 三木靖広
氏が挨拶を述べた。
　そして、サッカー解説者の山本昌邦氏が「心をつかむ
人材育成術」をテーマに記念講演を行い、人材の起用
法や育成法について、サッカー日本代表チームの監督・
コーチ時代に、実際に取り入れた指導法を交えて語った
（講演要旨は、2020年1月発行の新春号で掲載予定）。

　JECC　2019年度優秀保守技術者表彰式典を開催

保守技術者の日ごろの努力を称え、感謝

挨拶する桑田社長
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経済産業省　商務情報政策局
渡辺琢也政策企画委員の祝辞（要旨）
　本日、「第48回優秀保守技術者表彰式典」がかくも盛
大に開催されますことを心よりお慶び申し上げます。
　さて経済産業省では、サイバー空間とフィジカル空間
が融合し、情報システムの社会インフラ化がますます進
むとともに、企業経営と情報システムの一体化が進展し
ていくものと考えております。こうした中、企業のデジ
タル活用情報を調査し、昨年9月に、「デジタルトランス
フォーメーションレポート（DXレポート）」を公表しま
した。DXレポートでは、近年は新しい技術、サービスが
続々と創出されているビジネス変革の時代にあること、あ
らゆる産業において新たなデジタル技術を新たなビジネ
スモデルに役立てるデジタルトランスフォーメーションが
求められていること、といった現状に加えて、日本の既存
システムが、事業部門ごとに構築されている、カスタマイ
ズが特化しているなど複雑化が進んでいることも課題と
して挙げられています。こうした現状を踏まえ、今年6月
に政府として決定した「デジタル時代の新たなIT政策大

桑田始社長の挨拶（要旨）
　はじめに、この度の台風15号、令和元年8月豪雨により
被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げますととも
に、一日も早い復旧をお祈りいたします。
　私共JECCにおきましては、毎年10月を「保守サービス
向上月間」と定め、弊社賃貸資産の保守サービス状況を
総点検し、システムの安定稼動に日夜ご努力をいただい
ております保守技術者の方々、並びに、保守サービス向
上に関する標語及び感想文の優秀作品に入賞された方々
の表彰をあわせて行っております。昼夜を問わず、お客
様のITインフラをお守りする皆様の保守サービス業務
は、まさに社会にとって欠くことのできない最重要の仕
事であり、そのご努力は、弊社の保守状況調査において
も、お客様からの高い評価として表れております。
　さて、近年の「Society 5.0」の実現に向けた動きによ
り、新技術が続々と開発され、新しい価値やサービスが
創出されております。このような中、弊社といたしまして
もお客様との共創を通じ、お客様のビジネス・トランス
フォーメーションに貢献すべく、より一層のサービス向上
に取り組んでまいります。「ITとファイナンスを、プロ
デュース。」をブランドスローガンとして掲げております
が、ITとファイナンスを融合した、多様で先進的なサー
ビスを通じて、戦略的なIT利活用の実現をプロデュース
する企業として、お客様にご満足していただけますよう尽
力してまいる所存ですので、皆様方のより一層のご指導、
ご支援、ご協力を切にお願いする次第です。

「保守サービス向上月間標語」
最優秀賞の表彰を受ける片山誠
氏（左）

「保守サービスに関する感想
文」最優秀賞の表彰を受ける山
野暢子氏（左）



4

2019. 特別号 No.563JECCNEWS

コンピュータソフトウェア
協会（ C S A J ）とともに、
CEATEC 2019を開催いたし
ます。Society 5 .0が目指す
「一人ひとりが輝く未来社
会の実現」に向けて、共創
（Co-Creation）を志向する
人々がつながる“場”である
CEATECは、今年20周年に
なりますが、さらに業種・産業の幅を広げ、「つながる
社会、共創する未来」の具現化と、未来の社会を描くた
めの変革を一層加速してまいります。その中でも、今回
主催者企画である「Society 5.0 TOWN」では、エネル
ギー・交通・観光・インフラ・金融などの企業が集い、
公共・都市機能、商業、並びに生活サービスの未来をご
紹介いたします。CEATECでお示しする、AI、5Gなど
最新の技術で、従来の枠組みを超えてデータを利活用す
ることにより人々が幸せに、かつ創造的に暮らすことの
できる近未来社会、Society 5.0を実現していくために、
安全・確実な情報処理基盤が不可欠です。
　JECCの最新の保守状況調査結果によりますと、ハード
ウェアの予防保守や障害対応において高い評価を得られ
ていると伺っておりますが、皆様が、日頃取り組まれて
いる保守サービスのさらなる向上を通じ、我が国の情報
技術の発展とSociety 5.0の実現に貢献されていかれるこ
とを期待申し上げます。

綱」では、デジタルガバナン
スを強化するための多面的な
要素を評価軸とする格付け制
度を創設し、投資家等の判断
材料とすることで、企業経営
者にデジタルトランスフォー
メーション促進を働きかける
といった方針が盛り込まれて
います。経済産業省としても

しっかりと取り組んでいく所存でございます。
　こうした流れの中で、保守サービスを担う皆様の重要
性はますます高まります。既存システムの高度な維持管
理に加え、新たなITシステムに代替されていくことで、
新旧両方のシステムで高品質な保守対応が求められてい
くことが考えられます。
　今回受賞された方の技術や取り組みはもちろんのこ
と、本日お集まりの皆様の卓越した技術や取り組みが、
日本の産業基盤を支え、ひいては各社の事業のご発展に
つながっていくことを強く期待しております。

一般社団法人電子情報技術産業協会（JEITA）
川上景一常務理事による同協会会長祝辞（要旨）
　「第48回優秀保守技術者表彰式典」が、このように盛
大に開催されましたことをお慶び申し上げます。
　私共、電子情報技術産業協会（JEITA）は、10月15日
から18日まで情報通信ネットワーク産業協会（CIAJ）、

挨拶する経済産業省の渡辺琢也
商務情報政策局政策企画委員

挨拶する電子情報技術産業
協会の川上景一常務理事
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のセンタに駐在し、｢銀行業務
の重要性｣、｢社会的影響度｣、
｢お客さまのITシステム｣を熟
知した上で、日々の保守業務
において組織的で、かつ迅速
な対応に努めております。み
ずほ銀行様は、国内最大級の
顧客基盤、国内外の拠点ネッ
トワークを有するリーディン
グバンクとして、グループ内
の信託銀行や証券会社、資産運用会社、シンクタンク等

受賞者を代表して挨拶する
株式会社日立システムズの
三木靖広氏

表彰式典終了後に記念撮影する受賞代表者一同

　最後になりますが、本日、表彰の栄に浴された皆様を
はじめ、ご出席の皆様方のご健勝とさらなるご活躍を心
からお祈り申し上げまして、お祝いの言葉とさせていた
だきます。本日は誠におめでとうございました。

受賞者代表の
三木靖広氏挨拶（要旨）
　本日ここに、令和元年度「優秀保守技術者表彰式典」
に際し、甚だ僭越ではございますが、受賞者を代表いた
しまして感謝の言葉を述べさせていただきます。
　さて、私共のグループは長年にわたり、みずほ銀行様



6

2019. 特別号 No.563JECCNEWS

　優秀保守技術者表彰式
典に続いて、記念パー
ティーが開催された。優
秀保守技術者として表彰
されたグループの代表者
と標語・感想文の入賞
者、各受賞者の所属する
保守会社の社長や役職
者、来賓など多数が参加
した。
　記念パーティーの冒頭
では、経済産業省商務情

報政策局の菊川人吾情報産業課長が、「最近は自然災害
が増えております。先日からの重なる台風により、各地
で様々な被害が発生するなど、これまで以上に安全・安
心に暮らしていけること、またそのためのシステムが支

障なく運用されていることの大切さを、改めて感じるこ
とが多くなってまいりました。皆様の取り組みへの期待
はますます大きくなるとともに、政府も、しっかりと皆
様と手を取って対応していきたいと思います。今回表彰
された方々には、ぜひ次の世代をしっかりと育てていた
だき、次回の表彰者となる方々へエールを送っていただ
きたいと思います。今後もさらにこの表彰式が続いてい
くことを祈念いたします。本日は誠におめでとうござい
ました」と、乾杯
の挨拶を行った。
　参加者たちは、
情報交換や記念撮
影などをしなが
ら、和やかな歓談
のうちに親睦を深
めていた。

　記念パーティー

受賞者や来賓の方々の間で、親交が深
められた

問題も無く推移しております。
　これからも、私たちグループ全員が、お客様業務の重
要性、役割を十分に認識し、責務を全うしていきます。
そして、人とITのチカラで、驚きと感動のサービスをお
客様へご提供させていただくために、迅速かつ高品質な
保守活動に誠心誠意努めて参る所存であります。本日は
誠にありがとうございました。

と連携しながら、幅広いお客様へ最適な金融ソリュー
ションをご提供されておられます。
　私共のグループは、基幹業務を支える｢次期システム共
通基盤｣を代表とした複数の分散系システムにおいて、24
時間／365日の安定稼働を高い水準で求められておりま
す。常にスピードと正確性によるシステム運用にマッチ
したトラブル対応を実践し、今日に至るまで特に大きな

挨拶する経済産業省の
菊川人吾情報産業課長


